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日々、お客様との仕事を通じて思うことが

ある。それは「成功プロジェクト」と言われ

るものの根底に共通する「何か」の存在であ

る。プロジェクトの成否に、プロジェクトマ

ネジメントの巧拙が重要な要素であることは

言うまでもないが、そうした手法や技術だけ

では語れない、人間性や感性とでも言うべき

領域の「何か」が存在するような気がするの

である。これは、一体何であろうか。

個人的な話で恐縮だが、筆者は学生時代に

音楽演奏にのめり込んだ。今でも、好きなミ

ュージシャンの公演があれば、できるだけ足

を向けるようにしている。ブルースバンドの

フリーセッションでは、老練なメンバーが作

り出す見事に調和したフレーズの美しさに心

を奪われる。ジャズのインプロビゼーション

（即興演奏）では、一見各人が不協和音を奏

でているようで、じつはギリギリのところで

調和を保っており、そこに意外性や緊張感か

らくる面白さがある。またクラシックのフル

オーケストラの優れた演奏では、指揮者と楽

団員の間の、見事に息の合った呼吸を感じる

ことがある。

このような感動を与える音楽に共通してい

るのは、次のようなことではないだろうか。

すなわち、プロとしての優れた技量をもつプ

レイヤーが技をぶつけ合うことで、音楽にリ

ズムやうねり、ドライブ感が生まれ、それが

聴く者に「快感」をもたらす。それと同時に、

プレイヤーどうしのコミュニケーションが美

しい調和を作り出し、「安心感」を与えるの

である。またオーケストラやビッグバンドで

は、指揮者が個々のメンバーをあおるかのよ

うに躍動感を生み出す一方で、冷静に行き過

ぎを抑えて不協和をギリギリで制御し、音楽

に緊張感を与える。このようなことが可能と

なるためには、技を磨きあげたプロのプレイ

ヤーが、全体の中で道を見失わないための冷

静さや自己修正力をもっていることが大前提

となろう。こうした条件が満たされたとき、

聴く者はまさに「感動」するのである。

このように考えると、私たちの仕事も同じ

ではないかと思えてくる。仕事というものは、

一般化して言えば、ひとつの目的ないしゴー

ルに向かって、必要なスキルをもったプロの

仲間が集まり、所定の期間と予算のもと、一

定の成果を生み出すことを目指した活動であ

る。また、システム開発プロジェクト、コン

サルテーション、営業など、どんな仕事であ

れ、実際の活動は突き詰めれば「人と人のコ

ミュニケーション」で成り立っている。だか

ら、その過程で感動させる音楽と同じような

条件が整えば、その仕事はお客様を「感動さ

せる」ことができるのではないだろうか。

そこでまず心がけたいのは「前提条件に縛

られない」ということである。よくあること

なのだが、技術的に難しい曲の場合に、1つ
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のミスもないけれども、面白みを感じない演

奏というものがある。もちろん、楽譜が基本

であることに変わりはないが、楽譜の裏にあ

るビート感や躍動感を、肌で感じられること

が必要である。仕事の場合でも、楽譜どおり

にしか弾けないプレイヤーが聴衆を感動させ

られないのと同様に、与えられた条件でしか

仕事を考えられないようでは優れたプロとは

言えない。その意味では、「顧客ニーズに対

応する」という言い方は必ずしも正しくない。

経験的に言えば、顧客ニーズの背景に、お客

様自身も気付かない真の問題が隠されている

ことが多いからである。それをお客様と一緒

に掘り起こしていく活動が重要なのである。

そのためには、とにも角にも、現場と接し、

お客様の現状を肌で感じることを心がけるべ

きであろう。

次に大切なのが「一人だけで考えない」と

いうことである。これは、楽器を習いはじめ

てそこそこ高度な技量を習得した者によくあ

ることなのだが、自分自身の演奏に夢中で、

他のメンバーや聴衆のことを考えられない

と、聴く者にはひとりよがりな演奏と映るの

である。ロックバンドを例に私見も含めて言

うと、ギターやボーカルはフロントマンとし

て重要な役割を担うが、往々にして派手でわ

がままという印象がある。逆にベースやドラ

ムスは、観客から見たときの存在感は薄いが、

演奏にミスが多いとバンド全体がしっくりこ

ない。キーボードは、全体に色を添えるが、

出過ぎるとうっとうしい。ある程度の経験を

積んだプレイヤーであれば、当然ながら、全

体のハーモニーやリズムを感じながら各パー

トを演奏しているものである。つまり、全体

を見ながら部分を詰めるということが重要な

のである。そのためには、自分だけの世界に

閉じこもらずに、相手や仲間の動きにつねに

注意を払い、必要に応じて自らの動きを修正

するといった冷静さをもてるようにしたいも

のである。

最後に、最も重要なのが「プロとしての切

磋琢磨を忘れない」ということである。楽譜

どおりに弾けるのはプロであれば当たり前で

ある。また、ひとりよがりにならずに冷静さ

を保つことは、己の技量に余裕がなければ困

難であろう。そのような個々の実力があって

こそ、全体のパワーが生まれ、聴衆を感動さ

せられる。このためには、個々人がつねに高

いハードルを自らに課していくことが必要で

ある。また、こうした個々人が切磋琢磨でき

る「環境」を用意していくことも忘れてはな

らない。

成功プロジェクトの根底にある「何か」と

は、お客様を「感動」させることのできる力

ではないかと思える。それは音楽の場合と同

様に、技術を超えた感性や人間性に基礎を置

いているのである。これが企業の文化にまで

昇華されたとき、企業の持続的な成長が可能

になるのではないだろうか。 ■
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